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貸　　借　　対　　照　　表
　　　　2022年　3月 31日　現在

(2,657,744)

(610,450,147)

JALスカイエアポート沖縄株式会社 単位：円

　【流動資産】 　【流動負債】

　現金・預金 29,699,176 　営業未払金 43,580,293

　営業未収入金 482,804,361 　未払金 2,500,081

　原材料 1,131,122 　未払費用 59,011,702

　貯蔵品 1,137,365 　預り金 21,677,078

　立替金 5,804,663 　未払消費税 70,708,356

　前払費用 9,657,105 　未払法人税等 1,150,000

  短期貸付金 2,200,564,821 　未払事業所税 6,150,000

  未収還付法人税等 0 　前受金 4,545,420

　その他流動資産 942,508

　【固定資産】 　【固定負債】

　（有形固定資産） 　退職給付引当金 1,600,164,436

  建物 238,798,188

　構築物 816,115

　機械装置 345,490

　車両運搬具 7

　工具器具備品 664,488 　負債の部合計

　土地 13,357,470

   建設仮勘定 0 　【株　主　資　本】

　（無形固定資産） 　　　【資　本　金】

　施設利用権 1,153,366 　　　【資　本　剰　余　金】

　電話加入権 1,231,878 　　　　その他資本剰余金 325,725,511

   ソフトウェア 272,500 　　　【利　益　剰　余　金】

　　　　利益準備金 8,387,500

　（投資その他の資産） 　　　（その他利益剰余金） 1,421,680,393

  出資金 260,000 　　　　役員退職給与積立金 9,969,900

  関係会社株式 1,000,000 　　　　別途積立金 149,029,662

  長期差入保証金 125,200 　　　　繰越利益剰余金 1,262,680,831

  敷金 1,920,000             (うち当期純利益)

  長期前払費用 958,334

　繰延税金資産 606,186,613

0 　純資産の部合計

　資産の部合計 　負債・資本の部合計

(注1）減価償却累計額 232,762,161 ※当期純利益は184,912,303円

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
科　　　目 金　　額 科　　目 金　　額

純　　資　　産　　の　　部

(2,731,741,121) (209,322,930)

(867,089,649) (1,600,164,436)
(253,981,758)

1,809,487,366

1,789,343,404
33,550,000

325,725,511

1,430,067,893

1,789,343,404
3,598,830,770 3,598,830,770

184,912,303

　その他投資



 4

注  記  表
(2021年4月1日～2022年3月31日)

Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記
1.　資産の評価基準及び評価方法
   （1） 有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　子会社株式及び関連会社株式・・・・・・・・・・・・・・移動平均法による原価法

   （2）　棚卸資産の評価基準及び評価方法
 　　　貯蔵品・・・・・・・・・・・・最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿価切り下げの方法により算定）

2.　固定資産の減価償却の方法
   (1)　有形固定資産(リース資産を除く）
　　　　定率法を採用しております。（ただし、1998年4月1日以降に取得した建物および、2016年4月1日以降に取得した
         建物付属設備・構築物については定額法、それ以外のものについては定率法を採用しております。）

   （2）　無形固定資産（リース資産を除く）
　　　　定額法を採用しております。

   （3）　リース資産
　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
　　　　なお、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引のうち、
　　　　リース取引開始日が企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の適用初年度開始前の
　　　　リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

3.　引当金の計上基準
   （1)　貸倒引当金
　　　　売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
　　　　貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

   （2)　退職給付引当金
　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ
　　　　き計上しております。
　　　　数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）に
             わたり、それぞれ発生の翌期から均等償却しております。

4.  収益及び費用の計上基準
   (1)　収益の計上基準
　　　　役務提供収入については、役務提供基準により計上しております。

   (2)　費用の計上基準
　　　　費用については、発生主義により認識し計上しております。

5.　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
   (1)　消費税等の会計処理
　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

   （2）　資産除去債務に関する会計基準の適用
　　　　 当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）
　　　　 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）
　　　　 を適用している。当社は、賃貸契約に基づき使用する事務所等について、退去時における現状回復に
　　　　 係る債務を有しておりますが、当該債務に関する賃貸資産の使用期限が明確でなく、現在のところ移転等も
　　　　 予定されてないことから、資産除去債務を合理的に見積もることが出来ません。そのため、当該債務に
　　　　 見合う資産除去債務を計上しておりません。

Ⅱ.誤謬の訂正に関する注記
   該当する場合には「①過去の誤謬内容、②表示期間のうち過去の期間について、影響を受ける財務諸表の主な表示
　科目に対する影響額および1株当り情報に対する影響額、③表示されている最も古い期間の期首純資産の額に反映
　された、表示期間より前の期間に関する修正再表示の累積的影響額」を注記します。

Ⅲ.株主資本等変動計算書に関する注記
1.　発行済株式に関する事項

※当期純利益は184,912,303円


